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東淀川区の将来あるべき医療提供体制の実現をめざして 

（淀川キリスト教病院ホスピス・こどもホスピス病院を別法人へ継承します） 

 

平成 29 年 11 月 30 日開催の大阪市北部保健医療協議会で、淀川キリスト教病院ホスピス・こ

どもホスピス病院は医療法人公道会へ事業継承することが説明されましたが、平成 30年に入り

それができなくなりました。 

 

淀川キリスト教病院は別法人への継承をあたったところ、当初継承を予定していた役割、機能

を踏まえた提案をする法人があり協議を進めてきました。検討の結果、継承により当院とも連携

でき地域に不足する回復期機能、在宅療養支援機能を補完することで地域医療に貢献できる

と判断しましたので、以下の通り継承病院の機能や今後のスケジュール等、計画の概要を説明

します。 

 

１． 継承病院が果たす役割 

① 淀川キリスト教病院をはじめとする急性期病院のポストアキュート機能 

(1) 淀川キリスト教病院は急性期機能に特化し、地域医療に貢献します。その一方、

継承法人は急性期治療を終えたものの在宅退院のレベルにまでは到達していな

い患者様の入院治療を引き継ぎます。さらに専門多職種チーム医療による回復

期入院医療を担うことで、東淀川区内で当院と役割を分担します。 

(2) 積極的治療継続とリハビリテーションにより、早期の在宅復帰を可能にします。 

 

② サブアキュート、在宅療養支援機能 

(1) 複数の慢性疾患を持つことが多い高齢者の包括的医学管理をかかりつけ医や急

性期病院との連携の上で行います。また、かかりつけ医、ケアマネジャー、介護事

業所、家族からの要請に対応し、在宅患者の容態急変、悪化時の受入れを行い

ます。急性期医療を要する場合には、淀川キリスト教病院をはじめとした急性期病

院へ、それ以外は継承病院が入院受入れを行うスクリーニングを兼ねた緊急対応

機能を、淀川キリスト教病院や地域の訪問看護ステーションと共に構築してゆきま

す。 

(2) サブアキュート治療を終えた後は、かかりつけ医や地域の訪問看護ステーション、

介護事業所と連携することで、「住み慣れた地域」への（在宅復帰支援を含む）

在宅療養、地域のかかりつけ医による包括的医学管理の再開へと速やかにつな

げます。 

(3) かかりつけ医や患者様・ご家族、ケアマネージャー、介護事業所などからの要望

に応じて、訪問リハビリテーションを中心とした在宅サービスを提供し、1日でも長

く住み慣れた地域での暮らしを維持することに貢献します。 

 

２． 淀川キリスト教病院から継承する病床の今後の機能（病床数・病床内訳） 

① 病床数：76 床（病床機能報告上、回復期機能で届出予定）  

② 病床内訳：回復期機能病床 76 床（地域包括ケア病棟 38 床と回復期リハビリテーショ

ン病棟 38 床） 

③ 病床機能：継承病院はポストアキュート機能として淀川キリスト教病院をはじめとする急

性期病院からの患者受入れやサブアキュート機能としての救急受入れと専門多職種に

よる積極的チーム治療と徹底したリハビリテーションを提供することにより、早期の在宅

復帰を可能にします。またロボットリハビリテーションをはじめとした先進的リハビリテーシ
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ョンを導入し、淀川キリスト教病院等との連携を進めながら、摂食・嚥下機能リハビリテ

ーションと排泄機能リハビリテーションによる「生きる喜び」「個人の尊厳」の回復や介護

者の負担軽減に直結するリハビリテーションに特に注力します。 

 

３． 事業ステップ 

① 第一期：一般 76 床（38 床×2 病棟）で展開  ※地域一般入院基本料 

(1) 淀川キリスト教病院等からのポストアキュート患者の受入れ 

(2) かかりつけ医や地域の介護事業者からのサブアキュート患者の入院受入れ 

(3) 地域包括ケア病棟及び回復期リハビリテーション病棟の施設基準届出準備（実

績要） 

(4) 退院患者の在宅療養支援 

 

② 第二期：地域包括ケア病棟（38床）及び回復期リハビリテーション病棟（38床）の計 76

床の在宅療養支援病院として運用（開院 6 か月後を想定） 

 

４． 開院 1 年目の想定稼働数 

 （2 病棟稼働） （2 病棟稼働）  

 開院後 6 か月目まで 開院後 6 か月目以降  
入院患者数/日 73 人 73 人  

病床数 76 床 76 床  
稼働率 95％ 95％  

施設基準 

地域一般入院基本料 

※2 か月目より 1 病棟を回復期リ

ハビリテーション病棟に基準変更  

回復期リハビリテーション病棟  

地域包括ケア病棟 
 

外来診療 ※主に紹介患者等に対応します。  
 

５． 現時点から開院まで及び開院後のスケジュール（案） 
2019 年／2020 年 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

改修計画                

改修工事                

開院準備  

（搬入等・リハーサ

ル) 
      

 

         

職員採用                

開院関連              開設  
保険診

療開始 

 


